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オクダヂシJl,シリカ（ODS）カラムを用いた紫外部検出

高速液体クロマトグラフィーによるヒト尿成分の分析ホ

No. 82 (1987) 

永田佳子，内田雅子，小柳雅美，松島美一，高井信治＊＊，海野益郎＊＊＊

ヒト尿を直接 HPLCに注入し；紫外部吸収物質の分析パターンを測定し，将来診断および薬物

代謝の研究に用いることを目的とし，基礎的検討を行った。

島津高速液体クロマトグラフシステム LC-6Aを用い，検出は波長 254nmの吸収によった。

逆相系の TSKゲル， ODS-120A（東洋曹達工業〉のカラム〈サイズ： 4.6mml.D.×250mm) 

を用い， りん酸緩衝液（pH2.12）からりん酸緩衝液ーアセトニトリル (1: 1）の直線的濃度勾

配で60分間溶離した後， 20分間その濃度で溶離した。流速， 0.Sml/min。カラム温度は室混に

保った。

この条件で尿の HPLC分析を行い，再現性の良いクロマトグラムが得られた。クロマトグラ

ムは個体問，また同一個体で、も採尿時により互いに大きく異なっていた。しかし，殆どのクロマ

トグラムに共通の保持時間 1時間以内の約120個の紫外部吸収ピークがあり， クロマトグラム聞

の相異は主としてそれらのピークの相対的な高さの差に帰することができた。主たる55個のピー

クに番号を付し，標準品との保持時間の比較，および標準品添加試料のグロマトグラムのピーク

高さ変化により物質の同定をした。多数のクロマトグラムよりこの55ピークの全ての2ピークの

組み合わせについて高さの相関係数を計算し，相関マトリックスの形で表した。

日内変動の検討のため，食餌，運動，休息，睡眼時間等の条件を可能な限り同一にした11人よ

り1日7回〈夕食前，夕食後，就寝前，早朝，朝食後，昼食前，昼食後）採尿した。同一人の試

料でもそのクロマトグラムは相互にかなり異なっており，日内変動において相関の高いピーク対

でも異なった個体で、は相関は必ずしも高くなかったo一般的に，早朝尿は各成分共濃縮されてい

て，ピークが高くなる傾向があった。また，個体差の検討のため23人の早朝尿のクロマトグラム

のピーク解析も行った。以上の 2種の試料群のピーク解析より次の結論を得た。

番号を付した55のピークの中で尿酸ピークと高い相関を示すピークは見出だされなかった。一

方，クレアチニンと常に相関の高いピークは3個あり，これら 4ピークのどの組み合わせも高い

相関を示した。これらは食餌の影響を受けにくく，薬剤の影響調査や疾病診断に用いられる可能

性のある群と考えられる。

利尿剤服用による影響を調べる目的で2種の薬剤u（アセタゾラミドおよびフロセミド〉の服用

前後の尿のクロマトグラムを比較した。服用後尿中の紫外吸収物質の濃度は大きく低下したが，

低下の程度は物質によりやや差があった。

ピーク聞の相関性を検討することにより，尿のクロマトグラムにより疾病診断および薬物代謝

の研究を行うことは可能であると結論した。

寧 本報告は］.Lif診SuρportTechnology Soc. （エル・エス・テイ学会誌）, l, 86 (1986）に発表．
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